
幹線がやって来る

北陸新幹線の長野・富山聞が、12年強後にフル規格で整備されるととになりました。

開業すれば富山と東京が約2時間で結ばれることになります。

<北陸新幹線の概要>

・区間/東京~大阪閏

・総延長/約690km
(うち東京~高崎間約105kmは上越新幹線と共用)

・設計最高速度/260km/h

・沿線人口/約4.000万人(平成ア年国勢調査)

・所要時間/東京まで 2時間7分
大阪まで 1時間20分
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昭和42年12月 北回り新幹線建設促進同盟会結成

(昭和47年7月 北陸新幹線建設促進

同盟会に名称変更)

全国新幹線鉄道整備法公布

基本計画決定

整備計画決定及び建設の指示

日本鉄道建設公団富山新幹線建設準備

事務所設置

環境影響評価報告書案の公表 (高崎~小

松間372km)

富山、長野、金沢市内に北陸新幹線着工

準備作業所開設

高崎・小松聞の工事実施計画認可申請

長野、富山及び金沢の三駅において北

陸新幹線駅周辺環境整備事業着手

環境影響評価報告書案公表(小松~南

越間68km)

政府・与党申合せ(着工優先区間など

を決定)

高崎・軽井沢間着工(標準軌新線)

軽井沢-長野間着工 (標準軌新線)

ルー ト調整に伴う環境影響調査報告書

案公表(新高岡~金沢間約40km)

小矢部市・金沢間着工(新幹線鉄道規

格新線)

糸魚川市内・魚津市間着工(新幹線鉄道

規格新線)

北陸新幹線富山駅整備調整事業起工

環境影響評価実施のためのルート公表

(南越~敦賀閏)

小松 ・南越聞の工事実施計画認可申請

政府与党合意(新た芯財源スキーム、新

規着工区間など決定)

全国新幹線鉄道整備法改正

高崎・長野間開業

政府・与党整備新幹線検討委員会検討

結果公表(新規着工区間の優先順位決

定芯ど)

長野 -上越間着工

政府与党申合せ(新規着工区間事業費

抑制方針を解除)

政府・与党申合せ(長野・富山聞を12年強

後にフル規格で完成をめざすととなど)

これまでの勤き

昭和45年 5月

昭和47年 6月

昭和48年11月

昭和49年 7月

開業区間

・・・・ 着工区間(フル規格)

着工区間(スーパー特急)

未着工区間

在来線

が南組~敦賀間1<1:，環境影・8平価実施中

.ー敦賀~大阪町広駅ルト未公表

.京都

昭和57年 3月

昭和58年10月

• 大阪
昭和60年 12月

昭和61年 3月

長
野
・
富
山
聞
の
フ
ル
規
格
整
備

が
決
定

北
陸
新
幹
線
の
長
野

・富
山
間
の
フ
ル
規

格
で
の
整
備
が
、
平
成
十
二
年
十
て
月
十
八

円
に
開
か
れ
た
政
府
・

与
党
整
備
新
幹
線
検

討
委
員
会
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
合
意
内
容

は
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

長
野
・
富
山
聞
に
関
す
る
合
意
内
容

既
に
ス
ー
パ
ー
特
急
方
式
で
着
工
さ
れ
て

い
る
「
糸
魚
川
・
新
黒
部
閏
」
が
フ
ル
規
格
に

変
更
さ
れ
る
と
と
も
に
、
未
着
工
区
間
で
あ

る
「
上
越
糸
魚
川
間
」
及
、
ひ
「
新
黒
部
・富
山

間」
が
新
た
な
着
工
区
間
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
で
、
長
野
・
富
山
聞
が
す
べ
て
フ

ル
規
格
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
同
区
間
の
整
備
は
、
今
後
概
ね
十
二
年
強

後
の
完
成
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

写真はイメージ写真です。

ス
ー
パ
ー
特
急
方
式
が
フ
ル
規
格
に
変
更

さ
れ
、

完
成
時
期
が
具
体
的
な
数
字
で
表
現

さ
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
前
進
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。
ま
た
、

完
成
の
見
通
し
が
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
で
、
沿
線
の
各
地
域
で
は
、

駅
を
中
心
と
し
た
新
た
な
都
市
開
発
を
計
画

的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

富
山
以
西
の
早
期
着
工

こ
の
た
び
の
検
討
委
員
会
に
お
い
て
は
、

工
事
実
施
計
画
の
認
可
申
請
が
出
さ
れ
て
い

る
南
越
ま
で
の

一
括
認
可
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
と
も
、

一
日
も
早
い
全
線
整
備

を
目
指
し
、

富
山
以
西
の
さ
ら
な
る
延
伸
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

並
行
在
来
線
の
第
三
セ
ク
タ
ー
化

並
行
夜
来
線
(
北
陸
本
線
)
に
つ
い
て
は
、
新

幹
線
開
業
後
に

J

R
の
経
営
か
ら
分
離
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、
通
勤
・

通
学
な
ど
県
民
生
活
の
足
を
確
保
す
る
た

め
、
第
三
セ
ク
タ
ー
で
存
続
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。今
後
、
開
業
時
期
を
視
野
に
入
れ
、

沿
線
各
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
沿
線
市
町
村

や
経
済
界
な
ど
の
協
力
を
得
て
、

J

R
西
日

本
と
並
行
在
来
線
の
あ
り
方
等
を
検
討
協
議

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

昭和62年 10月

平成 5年10月

平成 7年 5月

平成 B年 3月

月

月

月
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平成 4年 8月

昭和63年 8月

平成元年

平成 3年

平成 4年

園 7

北
陸
新
幹
線
の
効
果

県広報tiきま 2001.2

沿
線
地
域
の
開
発
や
振
興
に
よ
る
大
き

な
経
済
波
及
効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
長

野・

南
越
聞
が
開
業
し
た
場
合
、
七
年
間
で

総
生
産
が
約
三
兆
円
増
加
す
る
も
の
と
推

計
し
て
い
ま
す
。

時
間
短
縮
効
果
に
よ
り
、
首
都
圏
で
の

滞
在
可
能
時
間
が
大
幅
に
増
え
る
こ
と
や

冬
期
に
お
い
て
も
雪
の
影
響
を
受
け
に
く

く
、
定
時
に
目
的
地
に
到
着
で
き
る
こ
と

な
ど
、
利
便
性
が
大
幅
に
向
上
し
ま
す
。

鉄
道
は
、
他
の
輸
送
機
関
に
比
べ
て
省

エ

ネ
ル
ギ
ー
に
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、
地

球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
が
少
な
い
と
い
う
特
長
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
北
陸
新
幹
線
全
線
が
開
業
し
た

場
合
、
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
走
行
す
る
自
動
車

を
毎
日
四

1
五
万
台
削
減
す
る
程
度
の
効

果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
事
故
が

少
な
く
、

安
全
な
乗
り
物
で
す
。

長
野

・
南
越
聞
を
フ
ル
規
格
で
延
伸
し

た
場
合
、
十
分
な
需
要
が
見
込
め
る
こ
と

か
ら
、
開
業
後
十

1
二
十
年
が
経
過
し
た

時
点
で
、
年
間
約
三
百

i
四
百
五
十
億
円

の
収
支
改
善
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。

全
線
整
備
に
向
け
て

環
日
本
海
時
代
を
迎
え
、
北
陸
新
幹
線
の

整
備
は
、
日
本
海
国
土
軸
の
形
成
や
国
士
の

均
衡
あ
る
発
展
に
不
可
欠
で
あ
り
、
ま
た
、

広
範
囲
に
わ
た
り
人
・物

・情
報
等
の
交
流
を

活
発
に
し
、
沿
線
地
域
に
飛
躍
的
な
発
展
を

も
た
ら
す
極
め
て
効
果
的
な
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。

県
で
は
、
北
陸
新
幹
線
の
全
線
整
備
に
向

け
て
、
県
議
会
、
県
内
市
町
村
を
は
じ
め
、
沿

線
各
県
や
経
済
団
体
と

一
丸
と
な
っ
て
、
政

府
等
関
係
機
関
に
対
し
、
強
力
な
運
動
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
・
ご
意
見
は
、

県
庁
新
幹
線
交
通
政
策
課
ま
で

8
0
7
6
(4
4
4
)
3
1
2
4
 

平成 B年12月

平成10年 3月

平成10年11月

8・ 県広報と世ま 2001.2

平成 9年 5月

平成 9年 10月

平成10年 1月

平成12年12月


